
目
　 

　次

会　　長　就任あいさつ ……………  １

副 会 長　就任あいさつ ……………  ２

新任理事　就任あいさつ ………  ２～４

役員紹介 ………………………………  ５

第31回山形県理学療法学術大会を終えて ……  ５～６

編集後記 ………………………………  ６

No.23-１（通巻31号） 発行日／2023年10月27日

一般社団法人

山形県理学療法士会

　皆さんこんにちは。皆様には、日頃より本会の活動

に対しご理解とご協力を賜り心より感謝申し上げま

す。この度、2023年度定期総会にて新役員をご承認い

ただきました。今後２年間引き続き会長を務め、新役

員体制の下一丸となり本会事業を進めてまいります。

　さて、今年の５月に新型コロナウイルス感染症の感

染法上の位置付けが、２類相当から５類感染症に引き

下げられました。これまでの３年間、感染拡大の中、

医療・介護・福祉等の現場で勤務し、患者・利用者の

健康と安全を守りながら理学療法を提供していただい

た会員の皆さまには改めて心から敬意を表します。

　さて、今年は、山形県理学療法学術大会をはじめ、

講習会、研修会、症例検討会、公益事業なども可能な

限り現地開催で進めています。コロナ以前のような、

現地開催での良さを思い出してほしいと考えたからで

す。新型コロナウイルス感染症感染拡大の時期に入会

された方は、対面での活動をほとんど経験されていな

いのではないでしょうか。

　是非、会員が集い、顔を合わせて、話し合い、連携

を深めることの大切さを経験してほしいと思っています。

　本会は、会員の皆様の資質並びに専門性の向上を図

る目的で、学術的な活動、教育的な活動、職能的な活

動、地域での連携活動、対外的な活動などを計画し実

施しております。支部での症例検討会や専門領域推進

部における勉強会や研修会を通して臨床力を高め、理

学療法士としての本来の力をつけて活躍していただき

たいと願っています。

　自ら学び、患者・利用者に還元できる理学療法士、

地域からも頼られる理学療法士、自分のことだけでな

く他人のことを考えられる理学療法士になってほしい

と思っています。自分たちのことは自分たちでやる、

他人任せにしない気持ちが大事です。そのような風土

を醸成していけたら素晴らしいと思います。

　コロナ下で続いた閉塞感を打ち破り、失った活気を

取り戻し元気に仕事をしていきましょう。

　今後とも本会活動への積極的参加により、知識・技

術・情報の交換や共有を行い、理学療法の専門性を高

め、山形県の保健・医療・介護・福祉に貢献できる団

体として発展できるよう、皆様のご協力をお願い申し

上げます。

会　長　岩　井　章　洋（山形県立中央病院）

会長就任あいさつ
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◆◆ 副会長　就任あいさつ  
副会長　社会局長（広報部）　倫理委員会・表彰委員会担当

守　　一彦（山形県立中央病院）
　今年度、副会長（社会局長・広報部担当理事、倫理委員会委員長、表彰委員会委員長）を拝命

しました山形県立中央病院に勤務します守　一彦と申します。当会の理事担当は初めてでいきな

りの副会長拝命の使命感に身の引き締まる思いです。どうぞ宜しくお願い致します。

　今までは新型コロナウイルス感染症禍にあり、日常生活に制限がかけられたことより当会活動も少なからず影響

を受けてきたものと考えます。しかし今後は感染法上の位置付けが２類相当から５類感染症に引き下げられたこと

により対面での活動もやりやすくなったものと考えます。よって、自分としては当会活動の活性化を図り会員の方

達が活動し易い体制造りを心掛け職務に当たらせていただきたいと考えます。と同時に今、当会がかかえている課

題解決にも尽力させていただきます。何卒、会員の皆様のご協力の程宜しくお願い致します。

 

副会長　支部局長（村山支部担当）　　
石川慎一郎（国立病院機構山形病院）

　この度、副会長と支部局長（村山支部長）をさせていただくことになりました理事２期目の石

川です。このような重責を担うことになり身の引き締まる思いであります。１期目は組織部にお

いて会員のための災害補償制度の導入、ニュース編集部では当会からの情報配信の方法について

FAXに代わる新たな手段の検討を行ないました。会員ファーストの意識を持って活動してきま

した。これからは、加えてより全体を考えて活動していく必要があります。我々理学療法士は目の前の患者のため

に最善を尽くすことはもちろん大事ですが、より広い視野を持って、また様々な方向にアンテナを張って情報を収

集し、社会において自分（理学療法士）が置かれている立場を常に意識することが必要であり、今後存在意義を示

していくためには何が必要なのかを会員一人ひとりが考えなければならない状況にあることを知りました。正直理

事になる前はほとんど考えもしなかったことです。コロナ禍もあり、様々な面で変化している部分もあると思いま

す。その中でも今の時代に合った形で、当会が社会や県民のために貢献できる存在であるために、会員の声を聞き、

その声をしっかりと当会の活動に反映させること、また当会の方向性を会員と十分に情報共有することを意識しな

がら活動していきたいと思います。皆さまご協力どうぞよろしくお願いいたします！

◆◆ 新任理事　就任あいさつ
学術局担当理事（学術誌部）　教育局担当理事（教育部）

室伏　祐介（山形県立保健医療大学）
　今年度より山形県理学療法士会理事となりました、山形県立保健医療大学理学療法学科の室伏

祐介と申します。よろしくお願いいたします。学術局学術誌部、教育局教育部の担当理事として

務めさせていただきます。今後、山形理学療法学の発刊や臨床実習指導者講習会の開催などに携

わらせていただきます。山形理学療法学が会員の皆様に有意義な情報提供できる場になるよう企

画運営していきたいと考えております。また、指定規則の改正後、大変有難い事に多くの会員の方が臨床実習指導

者講習会を既に受講していただいております。今後も開催が継続できるように進めてまいります。また、新しい臨

床実習形態となり様々な問題点が生じています。よりよい臨床実習を行えるよう講習会の開催や情報交換の場を設
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有限会社 山形義肢研究所
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Your Healthy and Active Life With 
YAMAGATA PROSTHESES INSTITUTE

あなたの健康で快適な人生の為に、山形義肢研究所ができること

somu@took.co.jp

けるなど企画していきたいと考えております。

　当会が発展するためには、会員皆様の協力が必要不可欠です。会員皆様の考えを聞きながら、私自身も精一杯努

めてまいります。今後とも何卒よろしくお願いいたします。

 

事務局長（事務部・組織部）　　　
石沢　栄太（山形県立中央病院）

　この度、事務局長（事務部・組織部担当理事）を拝命しました石沢栄太と申します。これまで

当会の恩恵を当然のように受けておりましたが、今は先生方の多大なるご尽力のお陰だと、日々

痛切に感じております。

　就任から早３ヵ月が経ち、現状や課題が少しずつみえてきました。　

　事務部の業務は非常に多岐に渡り、全体の業務把握を進めているところです。今後、適正な業務分担や効率化を

進める必要性がありそうです。

　組織部では、第２回定例理事会で決定した全ての部局を対象にした“業務量調査”を取りまとめています。懸命に

活動された先生方の業務を「見える化」することで、先述の業務分担・効率化に加え、メリットを感じられる仕組

み作りに活用していきたいと考えています。ご負担をおかけするかと存じますが、各理事から依頼があった際は詳

細に回答していただけると幸いです。また、福利厚生の向上目的で、活動の際に被った傷病を保証する“災害補償

保険”の運営も行っています。有事の際は、当会HPよりお問い合わせください。

　事務局長という役職は身に余る大役ですが、未経験だからこその視点で、会員の皆様が活動しやすい会になるよ

う業務をすすめて参ります。よろしくお願いいたします。

■山形支店 〒990－2323  山形県山形市桜田東二丁目1番21号
 TEL:023－642－8153 / FAX:023－623－5853
本社（仙台）・荘内営業所・鶴岡営業所・郡山営業所・ロジスティックセンター・メンテナンスセンター
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事務局担当理事（ニュース編集部）　社会局担当理事（調査部）
工藤　　聡（至誠堂総合病院）

　令和５年度よりニュース編集部、調査部の理事を拝命いたしました工藤聡です。これまで公益

推進事業部の部長として２期４年務めさせていただきました。ニュース編集部と調査部は初めて

関わる分野になります。それぞれの業務、役割を勉強しながら、会員のみなさまにとって意味の

あるものとなるよう、より発展させられればと思います。また、理事という重責と新たな部での責務を全うしたい

と考えております。

　今回私が取り組むトピックスとしては「SNSを利用した積極的な情報発信」を考えています。現在、当会通信で

あるTodayは主としてFAXのみで発行しています（当会のHPでも確認可能です）。会員のみなさまには研修会や講

習会の案内、各部からのお知らせなどこれまで以上にスピード感を持って情報発信できればと考えております。よ

ろしくお願いいたします。

 

支部局担当理事（最北支部担当）
佐藤　　泰（新庄徳洲会病院）

　今年度より支部局担当理事（最北支部長）となりました佐藤泰です。初めての理事で分からな

いことも多く面倒をおかけしている状況ですが、当会が組織としてどうあるべきかを考える大変

貴重な体験をさせて頂いていると自分を奮い立たせ、職務を全うしていきたいと考えております。

　支部局は、４つの支部に分かれて活動し、支部内での交流を広めています。近年は、新型コロナウイルスの影響

で支部活動の全てがオンラインでの開催でしたが、規制緩和をうけようやく対面での症例検討会や勉強会を開催す

ることができます。他施設との交流もなく悶々と自施設だけで働いてきたスタッフも多く、私自身他施設の方々と

対面で交流出来ることを非常に楽しみにしています。

　私が所属する最北支部は、山形県内で最も医療・福祉資源の少ない少子高齢化の進む地域です。少子高齢の影響

を受けて、生活力の低い高齢独居や老々介護の問題が浮き彫りになっており、身体機能面だけの問題としてとらえ

るだけでなく、生活全般を支えるコーディネートも必要となります。当会活動を通じて会員の皆様でアイデアを出

し合いながら、社会貢献できる組織を目指して一緒に活動していきましょう。

 

支部局担当理事（置賜支部担当）
関原　雅人（米沢市立病院）

　新しく理事となりました米沢市立病院の関原雅人と申します。しばらく当会活動の場より離れ

ておりましたが、この度支部局担当理事（置賜支部長）として活動をさせて頂くことになりまし

た。どうぞ宜しくお願い致します。

　置賜支部の会員数は155名（９月現在）と他の支部と比較すると少ない地区ではありますが、急性期や回復期をは

じめ、維持期の訪問・通所に所属する会員が幅広くいるため、それぞれの分野の専門性や経験などを生かして、若

い方や少人数職場の方のバックアップができる体制を作っていければと思っております。また、今までコロナ禍にて

症例検討会など対面開催が難しい状況にありましたが、対面開催のメリットである情報交換や雑談など交流の場の

提供が出来るように、今後は状況に応じながら対面開催も検討していきたいと思います。これからも支部会員の声を

お聞きしながら、よりよい企画をしていきますので、支部へのご意見ご要望等ありましたら遠慮なくお申し出下さい。

　また、再来年には置賜地区にて第33回山形県理学療法学術大会の開催が予定されております。置賜支部会員の皆

様には準備や演題の登録等お願いするかと思いますが、有意義な学術大会となるようご協力の程宜しくお願い致し

ます。
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役 員 紹 介役 員 紹 介
会　　長 山形県立中央病院 岩　井　章　洋
副 会 長（兼社会局長） 山形県立中央病院 守　　　一　彦
副 会 長（兼支部局長） 国立病院機構山形病院 石　川　慎一郎
学術局長 山形大学医学部附属病院 大　森　　　允
教育局長 山形県立保健医療大学 鈴　木　栄三郎
事務局長 山形県立中央病院 石　沢　栄　太
職能局長 老人保健施設のぞみの園 田　中　秀　典
学術局・教育局担当理事 山形県立保健医療大学 室　伏　祐　介
事務局・社会局担当理事 至誠堂総合病院 工　藤　　　聡
職能局担当理事 在宅リハビリ看護ステーションつばさ天童サテライト 芦　埜　達　哉
社会局担当理事 いちまる訪問看護ステーション 早　坂　慎　也
支部局担当理事 新庄徳洲会病院 佐　藤　　　泰
支部局担当理事 日本海酒田リハビリテーション病院 五十嵐　めぐみ
支部局担当理事 米沢市立病院 関　原　雅　人
監　　事 東根市役所 今　野　珠　美
監　　事 国立病院機構山形病院 菊　池　み　き

第31回山形県理学療法学術大会を終えて第31回山形県理学療法学術大会を終えて

第31回山形県理学療法学術大会長　　　　　　　　　　　　　

渡邉　弘基（鶴岡市立湯田川温泉リハビリテーション病院）

　６月10日・11日に鶴岡市の荘銀タクト鶴岡にて第31回山形県理学療法学術大会が開催されまし

た。300名の方からご参加いただきましたが、新型コロナウイルスの感染症分類が５類へと引き

下げられた直後と感染状況自体も落ち着いており、大きな混乱無く開催出来た事は今

振り返ると幸いでした。ご多用中のところ庄内まで多くの会員の皆様からおいでいた

だき心より感謝申し上げます。

　特別公演では日本理学療法士協会会長斉藤秀之先生から、「地域共生社会で活躍する

理学療法士」と題しましてご講演いただきました。時代が移り変わり理学療法士を取

り巻く環境が変わる中、我々の在り方を変えていかなければいけない部分と変えずに

継承していく部分について、制度の変遷や社会背景を踏まえご講演いただきました。

　シンポジウムは「共生社会の実現に向け、求められる臨床力とは」と題しまして、

医療・介護・行政分野でご活躍の先生たちから、地域共生社会の更なる進展に寄与し

得る臨床力についてご提言いただきました。難しいテーマであったとは思いますが、

ご提言いただいた内容はハウツーでは無く我々が対象者と相対する時の心構えや在り

方など、日々臨床場面で実感し皆さんも強く共感できるものであったかと思います。
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編集後記編集後記
　令和５年度１回目のかわら版31号を発刊します。

　本号では、当会の新体制移行に伴って新任理事の記事を中心に掲載しております。

　今まではコロナウイルスの影響により対面での活動が難しい状況でしたが、感染法上の位置付けが２類相

当から５類感染症に引き下げられたことにより会の活動もやりやすくなっていくのではないかと考えます。

　広報部も新体制となり、部員一同気持ちを新たに引き続き会員の皆様に有益な情報を届けられるように

活動していきたいと思います。� 広報部　守　　一彦（山形県立中央病院）

オーリンク株式会社

023－623－0546

0235－22－0106

　教育講演では青森県立保健大学教授の諸橋勇先生より「コンディショニングと体幹機能」と題しましてご講演い

ただきました。運動療法を量的な部分のみでは無く質的な部分にも着目すること、そしてそれを下支えする体幹機

能の重要性を改めて認識し臨床への貴重なヒントをいただけました。

　本大会を開催するにあたりご助言・ご指導いただきました岩井会長始め当会理事の方々、大原前担当理事、理事

会との橋渡しと学会開催経験から数々のご助言をいただいた庄内支部担当理事の五十嵐先生に改めて御礼申し上げ

ます。そして瀬尾準備委員長を筆頭に、新生涯学習制度への対応、協会システムを利用しての参加受付、SNSを活

用した情報発信など、数々のアイデアと工夫を凝らし企画・準備にご尽力いただきました準備委員の皆様に心から

の感謝を申し上げ、本大会の総括とさせていただきます。
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